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北海道豊似湖におけるニホンザ リガニの繁殖生態

中 田 和 義1)・ 石 川 慎 也2)・ 倉 沢 栄 一3)・ 中 岡利 泰4)

ReproductionoftheJapanesecrayfishCαzη ゐα照o漉5ノαρoη∫α囎inLakeTbyon勾Hokkaid(㍉Japan

K皿y・shNaka砥1)S㎞ 剥shkaw亀2)EiichK㎜saw亀3)㎝d恥shyasuNaka。ka4)

緒 言 高密度に生息す る豊似 湖は、保全すべ き貴重 な生息

ニホンザ リガニ 磁励砿oノ詫3力 ρ0沈0α3は 、ザ リ 地 といえ る。

ガニ類では唯一の 日本 固有種 であ り、北海道 と東 北 豊似湖 のニホンザ リガニ個体群 を保全 してい くに

地方北部 の清澄 な水環境 を有す る河川 源流域や湖 沼 は、まず は豊似湖 に生息す るニ ホンザ リガニ の基礎

に生息 している(三 宅,1982)。 かつ ては北海道 の広 的な生態 を理解す る ことが不可欠 とな る。とりわ け、

い範 囲に分布 していたが(Okada,1933;川 井,1996)、 個体群 の存続 その ものに大 き く影響す る繁殖生態に

近年 、天然資源 の減少傾 向が著 しく、各地 の生息地 関す る知見 を得 るこ とは重要 とい える。 そ こで本研

で局所個体群が消失 しつっ ある。そのた め、1998年 究 では、豊似湖 にお けるニ ホンザ リガニの繁殖生態

に水産庁 か ら危急種 に、2000年 には環 境省か ら絶滅 を明 らかにす るこ とを 目的 とし、定期 調査 を実施 し

危惧II類 にそれぞれ指定 された。資源減少 の要因 に た。

は、河川 改修(Kawai就 ∂ヱ,2002)や 乱獲(中 田,

2001)の ほか、北米産外来種 である ウチダザ リガニ 材料お よび方法

勘0ゴ拍詑∂0〃31㎝加30α1〃5に よる影響 な どが考 え ら 調査地点

れ ている(Kawaiθ オ∂Z,2002;中 田ら,2002;Nakata豊 似湖 は、高度310m、 最 大水深18.6m、 平均水

&Goshima,2003)。 近年、ニホ ンザ リガニの保全 と 深10.Om、 湖 面積0.03㎞2の 淡水湖であ る(北 海道

増殖 を 目的 とした研究が進 め られて いる ところであ 公害 防止研究所,1990)。 通常、12月 か ら3.月 にか

る(例 えばNakata&Goshima,2003;Nakataθ 砲Z,け て湖面全域 が結氷す る。 この湖 に計3箇 所の調査

2001,2002,2003,2004)。 地点 を設 け、湖へ の流入河川 を調査地点1、 流入河

この よ うな現状 の中、北海道 日高支庁管 内に位置 川流入域 の湖岸 を調査地点2、 調査地点2の 対岸 付

す る豊似湖 には、ニホンザ リガニが生息 す るこ とが 近 の湖岸 を調査地 点3と した(図1)。

古 くか ら知 られ てお り(羽 田 ・楠 木,1938)、 現在で

も高い密度 で生 息 している。希少種 の保全 は単 に種 野外調査

の保 全のみな らず地域 の生物多様 性の保全 の上 で も2002年6月 か ら11月 お よび2003年5月 の毎月1

重要であ り(鷲 谷 ・矢原,1996)、 ニホンザ リガニの 回、調査地 点別 にニホンザ リガニ を採集 した。ただ

保 全はその意 味での意義 も大 きい。従 って、本種 が し、2002年10月 は豊似湖に向か う林道 の一部 が決
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図1.調 査 地 点.国 土 地 理 院 発 行 の2万5千 分 の1地 図

「日 高 目黒 」を 改 変 した.★ は 湖 岸 、● は 流 入 河 川 の 調

査 地 点 を 示 す.

Fig.1.Mapshowingthestudystatiom;theshoreofLake

Tbyoni(stars2and3)andthehlflowingriver(circlel).

壊 したため現地入 りできず、調査を実施できなかっ

た。そのため、2003年10月 に調査を行い、10 .月分

のデータとした。調査は明時に行い、調査時間は各

調査地点につき1人 が30分 間とし(調 査人数:が2

人の場合は15分 間、3人 の場 合は10分 間)、転石な

どをめくりながらニホンザ リガニを探 して採集 した。

毎回の調査では、流入河川 と湖岸でそれぞれ水温を

測定 した。なお、湖岸の2つ の調査地点間には水温

の差がほとん ど見 られなかったため、調査地点2の

水温を湖岸の水温とした。

図2.本 研 究 で 採 集 され た ニ ホ ン ザ リガ ニ の 抱 卵 個 体.

Fig.2.AnovigerousfbmaleoftheJapanesecrayfish

Gα 卯15伽o該漉8ノ卯oη たz∬collected㎞LakeTbyonL
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採集 されたニホンザ リガニは、雌雄 の確認を行い、

頭胸甲長(眼 窩後端から頭胸甲部正中線上の後端部

までの長 さ)を ノギス(精 度0.1mm)を 用いて測

定した。メスについては、未抱卵、抱卵、抱稚仔個

体に分類 して記録 した。なお、ニホンザ リガニのメ

スの腹側第4歩 脚間に位置する環状体には、交接行

動後に精包が付着する。そのため、未抱卵メスにつ

いては、環状体に精包が付着 しているか否かを観察

し、交接の有無を記録 した。抱卵あるいは抱稚仔個

体が認められた場合には、卵の発生段階を記録 した。

卵の発生段階は、未発眼卵、発眼卵、稚エビの3段

階に分けた。観察記録後は、すべての採集個体をそ

れぞれの調査地点に放流 した。

結 果

抱卵個体は5月 と6月 の調査でのみ採集された(図

2)。5月8日 の調査で得られた抱卵個体の卵はすべて

未発眼卵であったが、6月11日 の調査で得られた抱卵

個体の卵は発眼卵であった。7月22日 の調査では抱

卵個体および抱稚仔個体は確認されなかった(表1)。

なお、生物学的最小形(抱 卵個体の最小サイズ)は 頭

胸 甲長で14.3㎜ であった。

図3.本 研 究 で 採 集 され た ニ ホ ン ザ リガ ニ の 最 大 個 体

(オ ス,頭 胸 甲 長28.1㎜).

Fig・3・ThelargestindividualoftheJapanesecray丘sh

collected㎞ 曲s加dy(酬e,28.1㎜ ㎞camp㏄e

lengψ 〉
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精包付着個体については、8月15日 の調査では認

められなかったが、9月18日 および10月10日 の調査

で確認された(表1)。 精包付着個体の最小サイズは、

頭胸 甲長で142㎜ であった。

3箇 所の調査地点で得られたそれぞれの個体数を

合計した採集総数が最大だったのは6月 であり(92個

体)、最小だったのはll月 であった(0個 体)(表1)。 な

お、本調査中に得られた最大サイズのニホンザリガニ

は、頭胸甲長28.1㎜ のオスであった(図3)。

考 察

精包付着個体は8月15日 の調査では全く認められな

かったのにもかかわらず、9月18日 の調査では多数確

認された(表1)。 従って、豊似湖に生息するニホンザリ

ガニは、9月 には成熟サイズの雌雄が出会い交接行動

を開始すると考えられる。この結果は、北海道厚 田地

区の小川と鹿追地区の小湖におけるニホンザリガニ個

体群の交接時期(川 井ら,1994)と同様である。

産卵期に関しては、5月8日 の調査で発生段階初期

の未発眼卵を抱えるメスが認められた。そのため、正確

な産卵時期は断定できないものの、解氷後の水温上昇

期から5月 初旬にかけて産卵したと考えるのが妥当で

あろう。こうした産卵時期は、その年の結氷期間によっ

て年変動する可能性があり、解氷が早ければ、産卵時

期は早まると思われる。

6月11日 の調査では発眼卵を抱えるメスが認められ

たが、7月22日 の調査では、抱卵および抱稚仔個体は

確認されなかった(表1)。 本調査の結果のみからは正

確な卵の艀化時期を推定することは難しいが、少なくと

も7月 中旬から下旬までに艀化した稚エビが母親の腹

部から離れて独立行動を開始したと結論できる。なお、

北海道厚田地区の小川と鹿追地区の小湖に生息する

ニホンザリガニの場合、稚エビは8月 に独立行動を開

始すると推定されている(川井ら,1994)。従って,豊 似

一4一

湖では稚エビが母親から離れる時期が他の生息地より

もやや早いことが明らかとなった。

以上の結果をまとめると、豊似湖におけるニホンザリ

ガニの繁殖生態は次のように説明できる。成熟した雌

雄が9月 から交接行動を開始し、交接後のメスは精包

を環状体に付着させたまま結氷下で越冬する。解氷後

の水温上昇期から5月 初旬にかけて産卵が行われ、卵

の発生段階は6月 には発眼卵に進行する。その後、卵

が艀化して稚エビとなり、稚エビは一定期間母親の腹

部に抱えられたのち、7月 下旬までに母親から離れて

独立行動を開始する。なお、ザリガニ類の繁殖周期は、

水温と光周期 の影響 を受けて決 定される(例 えば

Stephens,1952;Mason,1977;DUb6&Ponelance,1992)。

そのため、その年の水温と光周期によっては、豊似湖

に生息するニホンザリガニの繁殖生態が本研究で得ら

れた結果と一致しない場合があるかもしれない。しかし

ながら、豊似湖の水温と光周期は繁殖生態に大きな違

いが生じるほどの年変動が生じることはなく、本研究で

得られた結果と比較的よく似通った繁殖生態が見られ

る可能性が高いであろう。

11月 の調査ではニホンザリガニが全く採集されなか

った(表1)。 翌年5月 の調査では多くのニホンザリガニ

が確認されていることから、個体群が衰退あるいは絶

滅したわけではない。本種の冬期間の行動や生態に

関しては、巣穴にこもる(籠屋,1984)こ とや、水温の比

較的高い場所に移動する可能性が示唆される(本間・

蛭田,1998;中 田ら,2001)こ とが報告されている。従っ

て、豊似湖におけるニホンザリガニも、冬期間は水温の

高い水域に移動しているか、あるいは隠れ場所に潜り

そこにこもっている可能性が高い。冬期間の生態の詳

細は、今後の調査で明らかにする必要があろう。

本研究で採集されたニホンザリガニの最大サイズは

頭胸甲長で28.1㎜ であり(図3)、年齢では細0令 と

推定される(Kawaiθ∫鳳,1997)。ニホンザリガニの寿命



は10一一ll令と推定されており、この個体はほぼ寿命に

近い年令まで生存し続けていると考えられる。このこと

は、豊似湖の生息環境が、少なくとも調査期間中まで

においてはニホンザリガニにとって好適であることを示

しているだろう。

最後に

豊似湖にニホンザリガニが生息していることは、色々

なホームペ ージなどで紹介されているため、多くの

人々に知られている。豊似湖には毎年、観光や森林浴

などを目的とした多くの人々が訪れる一方で、中には

あたかもニホンザリガニの採集を目的として湖に訪れた

かのようにバケツを手にし、ニホンザリガニを大量に採

集し持ち帰る人を見かけることもある。そこで本稿では、

あえて生息地名を公開し、豊似湖に生息するニホンザ

リガニの保全の必要性を訴えたいと考えた。乱獲が個

体群の消失に直接的に結びつくことを忘れてはいけな

い。ニホンザリガニはザリガニ類では唯一の 日本固有

種である。すなわち、世界の中でも北海道と東北地方

北部が唯一の生息域なのである。地域 に固有な生態

系を持続させることは地球規模あるいは広域的な視野

での生物多様性の保全にとっても最も重要なことから

(鷲谷・松田,1998)、 その意味でもニホンザリガニは貴

重な生物といえる。そのような生物が高い密度で生息

する豊似湖は、「世界的な視野で見ても貴重な生息環

境である」と言っても過言ではないだろう。多くの人 々

がニホンザリガニの保全に関心を持つようになり、心な

い乱獲者が消え、豊似湖に生息するニホンザリガニが

次世代そしてまた次世代へと存続していくことを切に願

いたい。
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